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◎◎◎◎基本情報基本情報基本情報基本情報

◎◎◎◎事業概要事業概要事業概要事業概要（（（（PLANPLANPLANPLAN))))

32.0 34.0 ％

◎◎◎◎実施結果実施結果実施結果実施結果（（（（DODODODO))))

事業事業事業事業
実施実施実施実施
内容内容内容内容

23年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　人権推進課が所管する「女性支援センター」に家庭児童相談員2人を子どもいきいき課から配
置換えすることにより「女性子ども支援センター」として，子ども支援・児童虐待対策等に加え，DV
被害者の子どもを含めた母子同時支援を迅速・包括的に実施できる体制を整え，ＤＶ被害者及
びその子どもの早期発見から緊急避難場所の確保・解決・自立までを支援した。

事業実施手法事業実施手法事業実施手法事業実施手法

事業事業事業事業
対象対象対象対象

誰(何)を対象に
しているか

鳴門市に居住する18歳までの児童とその家族

26年度 単位

事業事業事業事業
目標目標目標目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　児童虐待や家庭内暴力，DV被害などの家庭における児童養育の問題の未然防止・
早期発見に努め，深刻・顕在化したケースに対して，適切な支援・援助を行うことで，す
べての児童とその家族が心身ともに健やかで豊かな市民生活を営める環境をつくる。

成果成果成果成果
目標目標目標目標

事業目標の達成度合

指標名 22年度 25年度23年度 24年度
ケース事案総数に対する解決率【解決ケー
ス件数/（継続ケース件数+新規ケース件
数）】

24.0 28.0 30.0

年度
　　　　　　　　　　　　((((小項目小項目小項目小項目)))) 児童福祉

政策政策政策政策((((中項目中項目中項目中項目)))) 1 子どもいきいき元気都市なると
39

施策施策施策施策 2 児童福祉の推進 終終終終
期期期期基本事業基本事業基本事業基本事業 4

事業事業事業事業
期間期間期間期間

開開開開
始始始始

要保護児童への支援

総合計画体系総合計画体系総合計画体系総合計画体系 根拠法令根拠法令根拠法令根拠法令
計画計画計画計画などなどなどなど

児童福祉法，知事・各指定都市長あて厚
生事務次官通達「家庭児童相談室の設
置運営について」基本政策基本政策基本政策基本政策((((大項目大項目大項目大項目)))) 1 健康で安心して暮らせる鳴門づくり

平成24年度事務事業評価シート

事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名 家庭児童相談実施事業
担当担当担当担当
部署部署部署部署

健康福祉部　人権推進課

平成２４年度より女性支援事業と統合し
女性子ども支援事業と名称変更

昭和

未定

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他

総事業費総事業費総事業費総事業費 (事業費と事業にかかる人件費の合計) 4,153 5,085 0 0 0

事業事業事業事業にかかるにかかるにかかるにかかる人件費人件費人件費人件費

人
臨時職員等(2,012千円/人) 2.0 2.0

人件
費
内訳

正規職員(6,517千円/人)

(人件費内訳の合計) 4,024 4,024 0

千円

0

地方債 0

0

一般財源 129 1,061

0

その他 0 0

0

県 0

0

0 0

千円

0

財源
内訳

国 0

コストコストコストコスト分析分析分析分析 22年度実績 23年度実績

事業費事業費事業費事業費 (財源内訳の合計) 129 1,061

24年度 単位

目標達成率目標達成率目標達成率目標達成率((((実績実績実績実績////目標目標目標目標))))

－ ％

％

25年度 26年度

－

－ －

－ －

100

成果指標成果指標成果指標成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

ケース事案総数に対する解決率【解決
ケース件数/（継続ケース件数+新規ケー
ス件数）】

24.0 28.0

100.0

1,450 1,500 件

2222 新規ケースの発生件数 128 101 件90100

活動指標活動指標活動指標活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1111 家庭児童相談員相談対応のべ件数 1,581 1,356 1,400

指標名指標名指標名指標名 22年度実績 23年度実績 24年度目標 単位25年度目標 26年度目標

事業実施手法事業実施手法事業実施手法事業実施手法

昭和

未定

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他
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◎◎◎◎平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年のののの実施状況実施状況実施状況実施状況（（（（DODODODO''''))))

◎◎◎◎項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価（（（（CHECKCHECKCHECKCHECK))))

事事事事
務務務務
事事事事
業業業業
のののの
評評評評
価価価価

/10/10/10/10

理由等所見欄理由等所見欄理由等所見欄理由等所見欄

① 事業実施手法は適切である。 児童虐待や養育上

⑤ 現在の事業費で、事業の見直しによる成果向上の余地はない。

３３３３....効率性効率性効率性効率性のののの評価評価評価評価

③ 事業対象は適切である。

④ 成果目標が達成され、市民に具体的に説明できるような効果があがっている。

理由等所見欄理由等所見欄理由等所見欄理由等所見欄

8888
①
市民生活上の課題解決に貢献している。 児童虐待問題は

深刻化が著しく，
相談件数・人数
の増加もあわせ
ると，被害者支援
業務の充実・拡
大が求められて
いる。

行政内部の管理上の課題解決に貢献している。

② 事業目標が達成できるような事業内容になっている。

市民の基本的な生活の維持・確保に必要不可欠な事業である。

行政内部の管理上必要不可欠な事業である。

/10/10/10/10 ⑤ 法令により実施することが義務づけられている事業である。

施策 児童福祉の推進 の達成につながる事業である。

２２２２....有効性有効性有効性有効性のののの評価評価評価評価

③ 税金で実施するにふさわしい事業で、市民への説明責任も果たせる。

④

【【【【事務事業名事務事業名事務事業名事務事業名：：：：家庭児童相談実施事業家庭児童相談実施事業家庭児童相談実施事業家庭児童相談実施事業】】】】

現在現在現在現在のののの実施状況実施状況実施状況実施状況

　増加の一途をたどる傾向にある児童虐待や児童養育相談に十分かつ適切な対応・支援を行うため，「女性子ども
支援センター」に専門子ども相談員1人を増員するとともに，重篤かつ増加傾向にある児童虐待事案や養育などの
相談案件に対応するため，家庭児童相談員の就労時間を週30時間から35時間に延長し，支援体制を強化した。家
庭児童相談員と女性相談員との間で行っている個別ケース会議に加え，警察や児童養護施設，県，民生児童委
員，学校など関係機関が参加する鳴門市要保護児童対策地域協議会における実務者会議及びケース検討会議の
開催回数を増加させることで，関係機関が一丸となって広範囲かつ適切な児童虐待への支援や援助を行っていく。

１１１１....必要性必要性必要性必要性のののの評価評価評価評価 理由等所見欄理由等所見欄理由等所見欄理由等所見欄

8888

① 廃止した場合に支障が出る。 増え続ける児童
虐待事案や保護
者の経済的困窮
などの理由から
養育困難となって
いる児童の健全
育成のための支
援・援助は必要
不可欠である。

②

◎◎◎◎今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性((((ACTIONACTIONACTIONACTION))))

↓↓↓↓「「「「廃止廃止廃止廃止」」」」・・・・「「「「要改善要改善要改善要改善」」」」・・・・「「「「拡充拡充拡充拡充」」」」のののの場合場合場合場合はははは以下以下以下以下のののの欄欄欄欄にににに記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

今後今後今後今後のののの
改革案改革案改革案改革案

実施予定時期

どのように改革するのか

受益者負担や補助金の割合に問題はない。

課題等課題等課題等課題等

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

事業費を削減する余地はない。

/10/10/10/10 ⑤ 効率性向上の余地はない。

③ 作業手順の改善などによる人件費削減の余地はない。

④

8888
① 事業実施手法は適切である。 児童虐待や養育上

の問題の解決に
は，それぞれの
ケースに応じたき
め細かい支援・援
助が必要であるた
め，一様な効率化・
削減はなじまない。

②


